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に含まれており，骨格筋の遅筋に特異的に発現するとされる Ankyrin Repeat Domain 2 (ANKRD2)，
Troponin T1 (TNNT1)，Myosin heavy chain 7 (MYH7) や，腱の形成・成長に重要な転写因子であ
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咀嚼筋腱・腱膜過形成症では運動などの負荷に反応して発現亢進する分子や、遅筋で発現する
分子の発現が多かったことから，筋・腱に機械的刺激が加わっている可能性が示唆された．また
筋分化に関わる遺伝子が本疾患の病態である腱や腱膜の過形成に関与している可能性が示唆され，
将来的な咀嚼筋腱・腱膜過形成症の診断マーカーや，他の疾患との鑑別や早期発見による手術の
回避など，診断や治療法の礎となるさらなる研究が行われることが期待される. 
 
